
由
早

界

展

望

棄
正
株
批
論
旨
索
引
稿
に
つ
い
て

野

手口

東
洋
史
研
究
曾
で
は
、
か
つ
て
本
誌
誌
上
に
四
回
に
わ
た
っ
て
「
薙
正
時
代

史
研
究
」
の
特
集
を
組
み
、
一
九
八
六
年
に
は
こ
れ
ら
を
合
加
に
し
て
、
『
薙

正
時
代
の
研
究
』
(
同
朋
舎
〉
を
編
纂
し
て
刊
行
し
た
。
こ
れ
ら
に
掲
載
さ
れ

た
研
究
論
文
は
、
京
都
大
皐
人
文
科
察
研
究
所
の
共
同
研
究
「
潅
正
妹
批
一
論
旨

の
研
究
」
班
の
研
究
成
果
の
一
部
で
も
あ
っ
た
が
、
同
研
究
班
で
は
、
基
礎
作

業
と
し
て
、
同
書
の
索
引
カ
ー
ド
の
作
成
を
も
同
時
に
進
め
て
き
て
い
て
、
一

時
期
、
中
断
は
あ
っ
た
も
の
の
、
昨
八
五
年
、
よ
う
や
く
一
腹
の
完
成
を
み

た
。
但
し
あ
ま
り
に
も
大
部
な
も
の
で
あ
る
潟
、
嘗
面
、
公
刊
す
る
強
定
は
な

い
。
そ
こ
で
こ
の
カ
ー
ド
を
十
枚
ず
つ
一
ペ
ー
ジ
に
お
さ
め
て
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
複

骨局
し
た
も
の
を
二
部
作
成
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
五
部
増
刷
し
『
潅
正
珠
批
論
旨

索
引
稿
』
(
約
一
一
一

0
0
0ペ
ー
ジ
)
と
し
て
、
人
文
科
皐
研
究
所
か
ら
別
記

の
機
関
に
寄
贈
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
。

こ
の
カ
1
ド
は
、
内
容
索
引
と
し
て
も
、
語
集
索
引
と
し
て
も
研
究
者
の
役

に
立
つ
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
制
度
史
や
社
曾
経
済
史
に
関
す
る
語
集
は
豊
富
で

あ
る
か
ら
、
工
具
書
と
し
て
の
意
味
を
も
持
つ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
書
物
と
し

て
活
字
に
し
公
刊
す
る
の
で
は
な
く
、
増
刷
し
た
五
部
を
各
研
究
機
関
に
贈
る

の
で
あ
る
か
ら
、
や
は
り
こ
の
際
、
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
版
の
所
在
を
、
、
研
究
者
の
方
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子

々
に
知
っ
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
た
利
用
し
て
い
た
だ
く
に
嘗
っ
て

索
引
作
成
の
経
過
や
方
法
に
つ
い
て
も
あ
ら
か
じ
め
理
解
し
て
お
い
て
い
た
だ

く
こ
と
が
の
ぞ
ま
し
い
。
そ
こ
で
本
舎
舎
長
宮
崎
市
定
・
副
舎
長
谷
川
道
雄
爾

先
生
と
御
相
談
し
た
結
果
、
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
版
の
巻
頭
に
お
い
た
左
記
の
縁
起
と

凡
例
お
よ
び
索
引
従
事
者
氏
名
を
本
誌
誌
上
に
設
表
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

し
た
(
な
お
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
版
で
は
、
縁
起
の
漢
文
書
〔
清
水
茂
京
大
教
授
誇
〕

が
附
せ
ら
れ
て
い
る
)
。

編
輯
委
員
曾
は
、
こ
れ
ら
の
掲
載
を
快
く
諒
承
し
て
下
さ
っ
た
。
た
だ
本
誌

で
は
、
こ
れ
を
牧
録
す
る
の
に
必
ら
ず
し
も
遁
嘗
な
欄
が
な
か
っ
た
の
だ
が
、

庚
い
意
味
で
は
や
は
り
研
究
動
向
の
一
端
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
、

本
欄
に
収
録
し
て
い
た
だ
い
た
。

人
文
科
皐
研
究
所
潅
正
株
批
識
旨
索
引
縁
起

-145ー

清
朝
三
百
年
の
歴
史
を
理
解
す
る
の
管
鎗
は
潅
正
一
代
の
治
績
に
あ
り
、
而

し
て
潅
正
期
史
料
の
精
粋
は
濁
り
珠
批
議
出
亘
書
を
推
す
。
薙
正
の
在
位
は
僅

か
に
十
三
年
に
止
ま
る
と
雄
も
、
そ
の
一意
義
の
重
、
且
つ
要
な
る
を
考
う
れ

ば
、
康
照
乾
隆
の
各
六
十
年
な
る
を
駕
し
て
そ
の
上
に
出
ず
。
清
朝
を
し
て
清

朝
た
ら
し
め
、
元
酢
短
命
の
轍
を
踏
ま
ざ
ら
し
め
し
は
、
臓
ば
ら
落
正
創
制
の

卓
偉
な
る
に
由
る
な
く
ん
ば
あ
ら
ず
。
薙
正
時
期
の
資
料
浩
潟
、
雲
一
海
も
菅
な

ら
ず
。
然
れ
ど
も
賓
訓
寅
録
は
一
面
の
言
、
片
見
の
僚
、
舎
典
保
例
は
官
街
吏

肢
の
残
紙
の
み
。
珠
批
議
出
聞
に
至
り
で
は
君
臣
往
復
上
下
研
磨
の
論
、
地
方
督

撫
の
賢
否
よ
り
、
晴
雨
の
時
態
、
糧
債
の
高
低
、
生
民
の
休
戚
に
関
す
る
所
、

瞭
と
し
て
指
掌
の
如
し
。
古
今
東
西
、
何
れ
の
庭
に
か
此
の
書
あ
ら
ん
や
。
安

部
健
夫
数
授
の
人
文
科
皐
研
究
所
に
あ
る
や
、
夙
に
此
に
思
い
を
致
す
あ
り
、

落
正
珠
批
稔
旨
研
究
班
を
組
織
せ
ん
と
し
て
、
之
を
余
に
謀
る
。
即
ち
昭
和
二
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十
四
年
、
共
に
搬
を
俸
え
て
同
志
を
鳩
め
、
臨
応
ず
る
者
十
除
名
を
得
た
り
。
毎

週
金
曜
午
後
を
以
て
輸
讃
の
期
と
定
め
、
讃
む
に
従
っ
て
語
句
を
よ
卜
片
に
移
骨
局

す
る
を
課
す
。
一
勧
の
義
訓
、
有
し
く
も
疑
黙
あ
れ
ば
反
復
討
論
し
て
、
日
の

反
く
を
知
ら
ず
、
土
日
者
吾
友
、
嘗
て
斯
に
従
事
せ
り
、
の
概
あ
り
き
。
拾
据
十

年
、
文
部
省
科
摩
研
究
費
の
補
助
を
得
、
採
録
せ
る
よ
ト
片
数
寓
枚
に
逮
す
。
如

ん
と
も
す
る
無
し
、
昭
和
三
十
四
年
安
部
君
忽
荒
と
し
て
逝
世
す
。
余
そ
の
後

を
受
け
、
代
っ
て
主
幹
す
る
こ
と
六
年
、
亦
た
引
年
退
休
す
。
次
い
で
絡
を
承

け
し
は
、
小
野
川
秀
美
、
佐
伯
富
雨
数
授
た
り
。
園
ら
ず
も
昭
和
四
十
五
年
、

班
の
解
散
に
通
い
、
事
業
中
紹
し
、
未
片
九
高
枚
空
し
く
匝
一袋
に
眠
る
。
然
れ

ど
も
諮
説
全
く
駿
し
た
る
に
は
非
ず
。
佐
伯
君
は
文
皐
部
に
お
け
る
演
習
に
お

い
て
珠
批
議
旨
研
究
を
綴
け
、
昭
和
五
十
一
年
に
至
り
、
人
文
科
拳
研
究
所
小

野
和
子
助
数
授
は
、
明
清
時
代
の
政
治
と
祉
禽
班
を
組
織
し
て
、
班
員
と
共
に

索
引
作
成
を
績
行
し、

特
に
昭
和
五
十
六
・
八
年
三
島
海
雲
財
闘
の
奨
励
費
を

得
、
ま
た
井
上
進
助
手
の
協
力
を
受
け
、
題
勉
事
に
掛
田
り
、
採
録
す
る
未
片
三

寓
枚
、
奮
と
合
し
て
十
二
高
枚
、
渉
削矧
ほ
ぼ
全
き
に
近
し
。
即
ち
副
本
二
部
を

作
り
以
て
衆
人
の
閲
覧
に
便
に
せ
ん
と
言
う
。
こ
の
事
業
創
設
以
来
時
に
弛
張

あ
る
も
、
前
後
年
を
閲
す
る
三
十
五
年
、

山富初
の
背
祉
、
今
髪
髪
既
に
斑
白
、

或
い
は
還
暦
、
或
い
は
古
稀
、
余
も
亦
た
頒
然
と
し
て
老
い
た
り
。
告
竣
の
報

を
得
て
欣
快
、
醤
時
を
憶
い
て
縁
起
を
述
べ
、
以
て
後
世
に
俸
え
ん
と
庶
幾

う
。
倫
し
或
い
は
遺
漏
あ
ら
ん
か
、
之
が
拾
補
は
更
に
百
年
を
挨
た
ん
と
す
。

昭
和
六
十
年
三
月

宮
崎
市
定
記
す
。

凡

oq 

昨
一
九
八
五
年
三
月
、

理
し
終
え
た
。

現
在
、
京
都
大
拳
人
文
科
皐
研
究
所
に
保
管
さ
れ
て
い
る
同
カ
l
ド
は
、
総

枚
数
に
し
て
十
二
寓
を
越
え
る
と
い
う
大
量
の
も
の
で
あ
る
。
今
回
、
こ
れ
を

ゼ
ロ
ッ
ク
ス
に
よ
っ
て
複
潟
し
、
『
潅
正
珠
批
議
旨
索
引
稿
』
と
し
て
五
部

を
、
園
内
外
の
左
記
の
場
所
に
寄
贈
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

北
京
人
民
大
皐
清
史
研
究
所

翠
北
故
宮
博
物
院

東
京
東
洋
文
庫

京
都
京
都
大
摩
文
民
宇
都

京
都
大
皐
人
文
科
患
研
究
所

四
半
世
紀
に
も
及
ぼ
う
と
い
う
長
期
間
、
人
文
科
同
学
研
究
所
内
外
の
多
数
の
研

究
者
の
方
々
の
御
協
力
を
得
て
進
め
ら
れ
て
き
た
こ
の
事
業
を
、
こ
の
よ
う
な

形
で
、
別
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
、
こ
の
上
な
く
喜
ば
し

く
思
っ
て
い
る
。
こ
の
機
舎
に
、
こ
の
索
引
カ
l
ド
が
具
鐙
的
に
ど
の
よ
う
に

し
て
作
成
さ
れ
て
き
た
か
を
説
明
し
、
そ
れ
と
の
関
連
に
於
い
て
凡
例
を
述
べ

て
、
こ
の
索
引
を
利
用
せ
ら
れ
る
研
究
者
の
方
々
の
便
宜
に
供
し
た
い
。

付
潅
正
珠
批
品
開
旨
研
究
班
で
は
、
こ
の
書
物
を
同
国
頭
か
ら
誠
ん
で
ゆ
く
と
い

う
形
を
と
ら
な
か
っ
た
。
同
書
の
石
印
本
六
十
加
を
、
十
名
乃
至
十
一
名
の

研
究
者
が
、
五
加
乃
至
十
朋
ず
つ
分
婚
し
、
毎
回
三
名
分
を
、
順
次
、
舎
議

し
て
い
っ
た
。
舎
讃
の
底
本
と
し
た
の
は
、
人
文
科
皐
研
究
所
の
木
活
字
本

で
あ
る
〈
宮
崎
市
定
先
生
が
、
殿
版
を
入
手
さ
れ
、
文
摩
郡
に
入
れ
ら
れ
た

の
は
研
究
曾
設
足
後
数
年
た
っ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
〉
。
鎗
賞
者
は
、
あ
ら

『薙
正
珠
批
識
旨
』
の
索
引
カ
l
ド
を
よ
う
や
く
整

-146ー
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か
じ
め
、
猪
蛍
分
の
奏
摺
を
讃
ん
で
お
い
て
曾
讃
が
終
っ
て
後
、
以
下
の
順

序
で
、
索
引
カ
ー
ド
と
し
て
必
要
な
項
目
を
指
摘
す
る
。

ω
先
ず
、
夫
れ
ぞ
れ
の
奏
摺
に
つ
い
て
、
全
鰻
の
テ
1
7
と
な
っ
て
い
る

項
目
を
選
定
す
る
。
例
え
ば
、
関
税
、
耗
羨
、
人
事
な
ど
で
あ
る
。
項
目

名
は
必
ら
ず
し
も
、
そ
の
奏
摺
に
出
て
く
る
言
葉
で
な
く
て
も
、
奏
摺
の

内
容
を
表
わ
す
も
の
で
あ
れ
ば
よ
い
。
こ
れ
ら
の
項
目
に
つ
い
て
は
、
カ

ー
ド
の
見
出
し
項
目
の
下
に
、
波
線

j
lを
下
に
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

こ
れ
が
、
奏
摺
全
鐙
の
テ
l
マ
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

∞
衣
に
夫
れ
ぞ
れ
の
奏
摺
を
、
そ
の
内
容
に
よ
っ
て
、
或
い
は
長
さ
に
よ

っ
て
、
数
行
乃
至
十
行
程
度
の
文
段
に
く
ぎ
り
、
各
文
段
の
テ
l
マ
を
な

し
て
い
る
項
目
を
選
定
す
る
。
同
一
テ
l
マ
の
長
い
文
章
が
繍
く
時
は
、

関
税

a
、
関
税
b
の
如
く
、

a
、
b
、
c
を
以
て
一
示
す
e

こ
の
項
目
に
つ

い
て
は
、
こ
の
文
段
の
全
文
を
カ
l
ド
に
筆
骨
局
し
た
。
こ
の
カ
1
ド
を
、

そ
の
ま
ま
、
史
料
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
震
で
あ
る
。
し
か
し
、

今
回
の
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
複
寓
に
賞
つ
て
は
、
複
篤
の
際
の
技
術
上
の
問
題
か

ら
、
カ
ー
ド
の
裏
面
を
省
略
せ
.
さ
る
を
得
な
か
っ
た
。

ま
た
索
引
作
成
の
後
学
期
に
入
っ
て
か
ら
は
、
作
業
を
迅
速
に
進
め
る

震
に
、
内
容
の
全
文
を
筆
寓
す
る
こ
と
を
せ
ず
、
文
章
の
最
初
の
二
字
と

最
後
の
二
字
の
み
を
書
き
、
中
聞
の
文
章
を
省
略
し
て
黙
線
で
つ
な
い
だ
。

一
九
六
五
年
、

裏
北
文
源
書
局
か
ら
影
印
本
が
刊
行
さ
れ
、
蛍
該
項
目
の

所
在
さ
え
確
認
で
き
れ
ば
、
比
絞
的
容
易
に
、
原
文
に
嘗
る
こ
と
が
可
能

に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

ω
さ
ら
に
、
右
の
文
段
に
出
て
く
る
語
集
の
う
ち
、
必
要
な
項
目
と
そ
の

前
後
の
文
章
を
、
三
十
字
程
度
に
く
ぎ
っ
て
カ
l
ド
に
採
録
し
た
。
こ
の

語
繋
が
、
ど
の
よ
う
な
文
章
の
脈
絡
の
な
か
に
出
て
く
る
か
を
示
す
鴛
で

あ
る
。
こ
の
文
章
の
下
段
に
、
(
↓
口
口
〉
と
あ
る
の
は
、
「
口
口
を
見

よ
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
口
口
は
こ
の
文
章
の
出
て
く
る
文
段
で
あ
っ

て
、
こ
の
項
目
の
カ
I
ド
を
見
れ
ば
、
よ
り
詳
し
い
説
明
が
得
ら
れ
る
は

ず
で
あ
る
。

同

カ

l
ド
に
は
、
奏
摺
を
差
出
し
た
人
物
の
官
職
と
姓
名
、
上
奏
の
年
月
日
、

奏
摺
の
関
係
す
る
省
分
(
以
上
、
右
上
の
欄
〉
及
び
嘗
一
該
項
目
の
所
在
を
示

す
函
、
加
、
葉
、
表
裏
、
行
数
(
以
上
、
左
下
の
欄
)
が
記
さ
れ
て
い
る
。

所
在
を
示
す
欄
の
、
「
版
」
は
、
人
文
科
察
研
究
所
所
臓
の
木
活
字
本
、

「
石
」
は
、
石
印
本
の
意
味
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
木
活
字
本
と
石
印
本
の
二

つ
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
所
在
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
(
殿
版
の
場
合
は
木

活
字
本
に
準
じ
る
〉
。
こ
の
場
合
、
特
に
注
意
さ
れ
た
い
の
は
、
こ
の
葉
、
表

裏
、
行
数
が
、
項
目
と
し
て
採
っ
た
語
集
そ
の
も
の
の
所
在
を
示
す
も
の
で

な
く
、
そ
の
説
明
文
の
冒
頭
の
文
字
の
所
在
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
で
あ

る
。
語
奨
そ
の
も
の
は
、
次
行
、
次
々
行
、
あ
る
い
は
次
の
葉
に
出
て
く
る

こ
と
も
多
い
。

国

カ

l
ド
の
排
列
は
、
項
目
の
、
第
ニ
子
の
五
十
音
順
に
よ
っ
た
。
一
音
を
同

じ
く
し
た
場
合
は
、
登
数
順
に
よ
っ
て
い
る
。
第
一
字
が
同
じ
場
合
は
、
第

二
字
の
そ
れ
に
よ
っ
て
い
る
。
一
音
は
大
鐙
に
於
い
て
漢
音
に
従
い
、
必
ら
ず

し
も
慣
用
一
音
に
は
よ
っ
て
い
な
い
。

検
索
の
場
合
に
は
、
検
字
表
に
よ
っ
て

カ
l
ド
ナ
ン
バ
ー
を
確
認
の
上
、
必
要
な
項
目
を
探
し
出
さ
れ
る
の
が
便
利

で
あ
ろ
う
。

同

カ

l
ド
の
排
列
を
終
え
て
後
、
ゼ
ロ

ッ
ク
ス
複
篤
に
よ
っ
て
、
『
索
引
稿』

の
底
本
と
な
る
も
の
を
作
成
し
た
が
、
こ
の
様
に
、
ヵ
l
ド
を
排
列
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
始
め
て
排
列
順
序
の
若
干
の
誤
り
や
混
飢
に
気
付
い
た
も
の
が

あ
る
。
原
カ
l
ド
は
む
ろ
ん
正
し
い
位
置
に
排
列
し
な
お
し
た
が
、
ゼ
ロ
ツ
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ク
ス
の
方
は
、
全
世
に
影
響
を
輿
え
て
、
位
置
の
努
更
が
技
術
的
に
困
難
な

の
で
、
蛍
該
一
の
カ
l
ド
を
削
除
し
た
上
、
最
後
の
補
遁
に
枚
録
し
た
。

伺
項
目
の
選
定
に
つ
い
て
は
、
研
究
舎
の
席
上
、
検
討
が
行
な
わ
れ
た
が
、

夫
れ
ぞ
れ
の
鎗
賞
者
の
意
向
を
も
反
映
し
、
ま
た
、
採
録
の
時
期
に
よ
っ
て

も
繁
簡
ま
ち
ま
ち
で
、
必
ら
ず
し
も
統
一
さ
れ
て
は
い
な
い
。
研
究
舎
の
蛍

初
に
は
、
意
味
不
明
、
も
し
く
は
要
注
意
と
い
う
こ
と
で
カ
l
ド
に
採
録
し

な
が
ら
、
議
み
進
む
う
ち
に
問
題
が
解
決
し
、
採
録
し
な
く
な
っ
た
も
の
も

あ
る
。
今
回
の
複
篤
に
蛍
っ
て
、
こ
れ
ら
を
統
一
し
た
り
、
削
除
し
た
り
す

る
こ
と
は
敢
え
て
し
な
か
っ
た
。
一
見
、
不
必
要
と
思
わ
れ
る
も
の
も
、
亦

た
役
に
立
つ
こ
と
が
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
と
思
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
『
索
引
稿
』
で
あ
っ
て
、
今
後
と
も
若
干
の
整
理

や
補
充
を
必
要
と
し
よ
う
。

こ
の
大
量
の
カ
1

ド
を
作
成
し
、
整
理
、
複
骨
持
す
る
に
つ
い
て
は
、
寅
に
多

く
の
方
々
の
御
協
力
が
あ
っ
た
。

カ
ー
ド
作
成
に
は
、
む
ろ
ん
多
額
の
費
用
を
必
要
と
し
た
が
、
こ
れ
に
つ
い

て
は
、
宮
崎
市
定
・
安
部
健
夫
・
佐
伯
富
・
小
野
川
秀
美
・
島
田
度
次
・
上
山

春
卒
の
各
氏
と
小
野
和
子
を
代
表
者
と
す
る
文
部
省
科
皐
研
究
費
、
及
び
三
島

海
雲
記
念
財
園
の
奨
励
金
の
援
助
を
受
け
た
。
ま
た
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
複
寓
本
の
作

成
に
つ
い
て
は
、
梅
原
郁

・
狭
間
直
樹
雨
氏
を
代
表
者
と
す
る
科
察
研
究
費
及

び
岩
見
宏
氏
を
班
長
と
す
る
共
同
研
究
「
明
清
時
代
の
図
家
と
祉
舎
」
班
の
研

究
費
の
割
掲
を
得
た
。
カ
ー
ド
の
最
終
整
理
の
段
階
で
は
、
研
究
所
助
手
油
田
田

正
美
(
現
法
政
大
摩
数
授
〉

・
向
井
上
進
、
文
聞
宇
都
大
事
院
生
利
光
有
紀
(
現

文
察
部
助
手
)
・
辻
正
博
・
中
砂
明
徳
の
各
氏
が
、
貴
重
な
時
閲
を
割
い
て
協

力
し
て
下
さ
っ
た
。
特
に
誌
し
て
感
謝
し
た
い
。

ま
た
曹
音
及
び
四
角
挽
穏
に
よ
っ
て
検
索
で
き
る
よ
う
、
併
一
音
・
四
角
挽
鴎

と
日
本
漢
字
一
音
と
の
封
照
表
を
附
し
た
が
、
こ
れ
は
も
っ
ぱ
ら
京
都
大
泉
大
型

計
算
機
セ
ン
タ
ー
星
野
聴
氏

・
人
文
科
皐
研
究
所
勝
村
哲
也
氏
を
中
心
と
す
る

方
々
の
手
に
よ
っ
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る
。

最
後
に
な
っ
た
が
、
宮
崎
市
定
先
生
は
、
索
引
作
成
に
つ
い
て
紹
え
ず
激
駒

し
て
下
さ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
本
+
索
引
稿
の
震
に
わ
ざ
わ
ざ
前
掲
の
「
潅
正

珠
批
論
旨
索
引
縁
起
」
を
草
し
て
下
さ
っ
た
。
こ
の
原
稿
が
、
三
十
年
も
前
に

研
究
班
の
作
っ
た
古
い
「
潅
正
珠
批
爺
旨
研
究
班
原
稿
用
紙
」
に
書
か
れ
て
い

た
こ
と
に
、
私
は
一
種
の
感
動
を
舞
え
た
。
あ
ら
た
め
て
厚
く
御
躍
を
申
し
上

げ
た
い
。

今
日
で
は
、
北
京
の
中
圏
第
一
歴
史
楢
案
舘
や
豪
北
の
故
宮
博
物
院
刊
の
宮

中
楢
な
ど
、
大
量
の
歴
史
楢
案
の
利
用
が
可
能
に
な
っ
た
が
、
本
索
引
稿
が
、

史
料
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
工
具
書
と
し
て
も
、
内
外
の
研
究
者
の
お
役
に
立

つ
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
る
。
(
一
九
八
六
年
三
月
三
十
一
日
、
小
野
記
〉

〔
附
記
〕
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
複
得
本
の
凡
例
は
、
夫
れ
ぞ
れ
の
項
に
カ
l
ド
見
本

を
複
骨
局
し
た
上
で
説
明
し
て
あ
っ
た
が
、
木
稿
で
は
印
刷
の
便
宜
の
震
に
削
除

し
、
こ
れ
に
伴
っ
て
若
干
文
章
を
改
め
た
。
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圭
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郎

光
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信
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島神金藤近難路楊中吉森山近

居戸 城田 藤波村 山川 口藤

一輝正敬 新哲啓 忠正廼秀

康夫篤一治治 也 樵 斉 夫 夫 子 樹

鈴白上衣佐楊大様稲稲喜梅寺

木西田川竹 谷山葉波寺原田

敏紳早 靖合敏裕一 郁 隆

昭郎苗強彦義夫男郎護夫郁信

恵

谷

俊

之
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永

田

英

正
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川

哲

男

若

松

寛

狭

閲

直

樹

谷

口

規

矩

雄

小

玉

新

次

郎

藤

善

良

澄

杉

村

邦

彦

西

皇

喜

行

植

松

正

重

松

伸

司

高

畑

紘

志

縁

空演竺利関松杉岡秋西 E坂西柊

隼田沙光野浦山野山嶋 R 出村
君 。
震正雅有潜 正昌元簡去群元員

定美章紀龍章明子秀批山イ申照幸

-司

薙井夫萩大森檀河井山島責長朝
正
時上馬原津 上 上本田 島野
代
の 淳穎紀政裕徳恵漢活
研
究進進卒浩子寛植正子子超弘之
』

居 小福山村北西阪岩足清 E鈴愛

雲 野 本 根 尾 村村倉井立水三木宕

さ和雅章 敬か篤茂啓和主;富
れ ず旨
て子一夫準直よ秀樹二美 子元
し、

る。、J
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